②-１　パソコンを使ったICPCの使用例

ICPCを用いた、へき地診療所における在宅医療の研究
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· 研究の動機と目的

　ICPCは、プライマリ・ケア設定の医療機関における、日常の診療を記録するのに適している。主訴・来診理由から始まり、診断行為、診断名（確定しない時は、主訴・来診理由のまま）、介入行為（治療、教育、紹介を含む）への一連の流れをエピソードという概念でとらえることと、反復する受診を連続して記録するというICPCは、在宅医療や介護など医療職以外の職種との共通理解にも役立つかもしれない。なにより、日本のプライマリ・ケアの一つの典型である、へき地診療所の在宅医療で扱われている健康問題の頻度や傾向、提供されている医療の現状を表現することができるのではないか、と考えた。

· 研究計画

　前記の目的に沿ったフィールドとして、へき地医療の確保と向上を目的に設立された自治医科大学の卒業生等が勤務する診療所医師で、プライマリ・ケアを担っていると思われる130名に協力を要請し、うち、14名から参加の同意を得、5診療所で1999年1月から約１年間の記録を完遂した。

· ICPCへの習熟

　研究参加者には、ICPC（日本プライマリ・ケア学会国際疾病分類研究会による日本語訳）と関連の総説文献を配布し、自習を促した後、在宅医療で生じる主訴や受診要求の典型例を練習問題として研究参加者に送り、添削して返送する方法でICPCへの習熟を図った。

●ICPCコードの入力方法
　MS-EXCELのワークシートに在宅の患者の定期往診（訪問診療）と臨時往診（往診）のデータを研究参加医師がその都度入力した。入力項目は次のとおりである。
　研究用ID、患者イニシャル、生年月日、性別、診療年月日、時間内外の別、担当医、主訴または来診理由、診断行為の要求、診断行為、診断名、新規の問題か継続した問題か、確診か疑いか、結果と介入行為

· ICPCコードの集計方法と利用例

　これを所定の用紙に記入し、ファックスで事務局に送付するほか、電子的記録媒体を回収した。一部では、ファイルメイーカープロを用いた入力を行ったが、最終的には、MS-EXCELLのワークシート上に集約し、集計、解析した。
●結果

　5施設で129名（男51名、女78名）の記録が集積された。平均年齢は80.2歳。追跡した人数に日数をかけてあらわすと30916人・日となり、訪問回数は3121回（一人1年あたり36.8回）であった。

　新規の主訴または来診理由は982個で、一人1年あたりでは11.6個、一人１回訪問あたり0.31個であった。Episodeの数は全体で7730個一人１年あたり91.3個、一人１回訪問あたり2.48個となった。

　ICPCの章ChapterによってEpisodeを区分すると、R呼吸器19％、Ｓ皮膚17％、Ｄ消化器13％、L運動器11％、A全身または不特定10％、K循環器・血管8％、F眼5％、P精神心理4％、T内分泌代謝4％、U泌尿器3％、N神経2％、Z社会・家族2％、H耳1％、B血液1％、Y女性生殖器（乳房含む）1％未満、X男性生殖器1％未満となった。

· 考察

　在宅医療設定では多様な健康問題が扱われていることがわかった。このうち、呼吸器の問題は上気道感染、気管支炎、肺炎などで、最も多いことは予想どおりであるが、皮膚の問題が17％を占めており、在宅医療を担う医療従事者には皮膚科領域の診断治療能力が期待されるとともに皮膚科医との連携が必要であると思われた。運動器の主訴・来診理由は、加齢に伴うものが多く、寝たきりから廃用症候群に至るものもあるため症状の緩和と適切な運動療法、理学療法が期待される。

　社会・家族の問題は、それぞれの医師によって対処されていると思われるが、診療の記録には現れにくいのではないかと推察した。

●この方法について工夫した点
1、 例題を用いてICPC利用の習熟を図ったこと。

2、 MS-EXCELLのワークシートの単純なものを用いているので、どのような環境でも汎用のパソコンがあれば入力可能であること。

3、 さらには、他のデータベースソフトを用いて入力したデータも、最終的には同じワークシートに返還して集約できること。

4、 診察時に入力するほか、訪問診療または往診から戻ってからの入力や、診療録によっての入力も許容して、実用的な方法であったこと。

· この方法について改善を要する点

1、 診療の際に思いついた単語や患者の訴えからICPCコードを特定するまでに困難があり、早見表や、検索ソフトが必要であると思われる。

2、 事務局での集約から診療現場への還元に時間がかかり、データベースから得られる、健康問題の頻度や診療の傾向を実際の診療に生かすことができなかった。
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